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特
集
　
金
と
メ
ン
ツ
の
環
境
政
策
に
決
別
を
！

「
高
ら
か
に
笑
っ
て
い
る
の
は
　
滅
び
の
神
」

不
当
な
原
発
立
地
の
歴
史
と
構
造
は
、
両
極
に

お
い
て
、
重
大
な
歪
み
を
生
み
出
し
て
き
た
。
そ

の
典
型
的
な
一
事
例
が
、
こ
の
た
び
の
「
関
西
電

力
の
原
発
マ
ネ
ー
不
正
還
流
」
問
題
で
あ
る
。
一

方
の
極
に
、
高
浜
原
発
現
地
の
フ
ィ
ク
サ
ー
的
な

森
山
栄
治
氏
の
よ
う
な
存
在
、
他
方
の
極
に
、
原

発
を
遠
隔
の
過
疎
の
町
に
押
し
付
け
、「
フ
ク
シ

マ
」
後
も
再
稼
働
・
延
命
に
妄
執
し
、
電
気
料
金

を
原
資
と
す
る
不
正
な
還
流
金
ま
で
収
賄
す
る
よ

う
な
関
電
経
営
陣
の
幹
部
た
ち
。
し
か
し
、
そ
の

根
底
に
は
、
原
発
電
力
が
過
疎
・
辺
境
の
地
か
ら

大
都
市
圏
へ
「
還
流
」
さ
れ
て
い
た
と
い
う
紛
れ

も
な
い
事
実
の
あ
る
こ
と
を
軽
視
し
て
は
な
る
ま

い
。そ

の
他
方
の
極
に
つ
い
て
、「
関
西
電
力
良
く

し
隊
」
の
６
月
８
日
付
の
内
部
告
発
状
が
、「
福

井
か
ら
原
発
を
止
め
る
裁
判
の
会
」
に
郵
送
さ
れ

て
き
た
。
そ
の
文
中
に
は
以
下
の
よ
う
な
一
節
が

あ
っ
た
。「
原
発
の
建
設
、
運
転
、
定
期
点
検
、

再
稼
働
工
事
の
過
程
で
、
工
事
費
等
を
水
増
し
発

注
し
、
お
金
を
地
元
有
力
者
、
及
び
国
会
議
員
、

県
会
議
員
、
市
長
、
町
長
等
へ
還
流
さ
せ
る
と
と

も
に
、
原
子
力
事
業
本
部
幹
部
職
員
が
現
金
（
億

単
位
）
を
受
け
取
っ
て
い
た
…
…
そ
し
て
、
そ
の

水
増
し
発
注
工
事
費
は
、
★
電
気
料
金
に
加
算
・

計
上
さ
れ
て
い
た
」（
原
文
の
ま
ま
）
と
。

例
え
ば
、
高
浜
３
・
４
号
機
の
増
設
前
後
を
ふ

り
か
え
っ
て
み
よ
う
。
１
９
７
７
年
秋
に
「
原
子

力
発
電
に
反
対
す
る
福
井
県
民
会
議
」
が
と
り
く

ん
だ
増
設
反
対
10
万
人
県
民
署
名
の
達
成
、
78
年

に
発
覚
し
た
当
時
の
浜
田
町
長
（
森
山
助
役
）
の

個
人
口
座
へ
関
電
か
ら
振
り
込
ま
れ
た
「
黒
い

９
億
円
（
10
数
億
円
と
も
、
20
数
億
円
と
も
）
問
題
」

を
、
同
会
議
が
追
及
し
、
町
内
一
円
で
く
り
ひ
ろ

げ
た
宣
伝
行
動
（
町
民
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
も
）、「
高

浜
の
海
と
子
ど
も
た
ち
を
守
る
母
の
会
」
に
よ
る

町
長
や
議
会
へ
の
請
願
活
動
な
ど
を
、
増
設
推
進

派
は
も
の
と
も
せ
ず
、
札
束
が
飛
び
交
う
町
長

選
挙
（
78
年
秋
）
に
の
ぞ
ん
だ
。
４
０
０
０
票
対

３
６
０
０
票
で
、
増
設
の
公
約
を
掲
げ
た
浜
田
町

長
は
辛
勝
、５
選
を
は
た
し
た
。
後
日
談
と
し
て
、

関
電
や
大
手
ゼ
ネ
コ
ン
の
熊
谷
組
、
そ
れ
ら
の
下

請
け
企
業
の
従
業
員
が
住
民
票
を
６
０
０
名
も
選

挙
前
に
移
し
て
い
た
こ
と
が
判
明
し
た
も
の
の
、

そ
れ
を
示
唆
し
た
の
が
森
山
助
役
で
あ
っ
た
と
知

ら
さ
れ
た
の
は
ご
く
最
近
の
こ
と
で
あ
る
。
高
浜

町
役
場
の
職
員
に
県
庁
へ
足
を
運
ば
せ
、
県
知
事

あ
て
の
前
記
の
町
民
署
名
分
を
カ
メ
ラ
に
お
さ
め

さ
せ
、
有
力
な
署
名
者
に
圧
力
を
加
え
た
の
も
助

役
で
は
な
か
っ
た
か
と
今
で
は
断
じ
ざ
る
を
得
な

い
。
森
山
氏
が
還
流
し
た
の
は
黒
い
金
ば
か
り
で

は
な
い
。

高
浜
町
の
44
歳
で
逝
っ
た
詩
人
の
大
西
ひ
と
み

さ
ん
が
、
そ
の
頃
に
書
い
た
「
笑
う
」
と
い
う
一

篇
の
詩
を
紹
介
し
て
お
き
た
い
。

「
わ
た
し
た
ち
の
ま
ち
に
は
／
密
か
な
笑
い
が

よ
ど
ん
で
い
る
／
町
長
の
笑
い
／
電
力
会
社
の
笑

い
／
漁
師
の
笑
い
／
原
発
労
働
者
の
笑
い
／
そ
れ

ぞ
れ
の
立
場
で
／
ゆ
が
ん
だ
思
い
を
笑
っ
て
い
る

／
原
発
の
町
の
空
の
下
／
逃
げ
出
せ
る
準
備
の
あ

る
も
の
と
／
行
く
あ
て
も
な
い
人
々
の
／
は
っ
き

り
引
か
れ
た
線
の
上
で
／
高
ら
か
に
笑
っ
て
い
る

の
は
／
滅
び
の
神
」

（
１
９
９
４
『
大
西
ひ
と
み
全
詩
集
』
よ
り
）

不
正
が
な
け
れ
ば
、
再
稼
働
は
許
さ
れ
る
の

か
？「

フ
ク
シ
マ
」
後
の
１
～
２
年
、
大
都
市
圏
の

市
民
の
中
か
ら
も
湧
き
あ
が
っ
た
反
・
脱
原
発
の

大
都
市
圏
へ
「
還
流
」
さ
れ
て
い
た
原
発
電
力

中
嶌
哲
演
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世
論
と
運
動
に
呼
応
す
る
か
の
よ
う
に
、
霞
が
関

中
枢
部
の
超
エ
リ
ー
ト
た
る
若
杉
冽
・
著
『
原
発

ホ
ワ
イ
ト
ア
ウ
ト
』（
２
０
１
３
年
９
月
）
と
『
東
京

ブ
ラ
ッ
ク
ア
ウ
ト
』（
２
０
１
４
年
12
月
）
が
、
い
ず

れ
も
講
談
社
か
ら
出
版
さ
れ
た
。
そ
の
前
著
の

１
１
４
ペ
ー
ジ
か
ら
。

「
関
東
電
力
の
供
給
区
域
に
お
住
ま
い
の
方
が
、

他
の
電
源
よ
り
も
安
い
と
信
じ
て
お
ら
れ
る
原
発

の
電
気
が
欲
し
い
の
で
あ
れ
ば
、
ど
う
ぞ
関
東
で

原
発
を
作
っ
て
動
か
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。
事
故

の
起
き
た
フ
ク
シ
マ
だ
っ
て
、こ
こ
新
崎
だ
っ
て
、

関
東
電
力
の
供
給
区
域
の
外
な
の
で
あ
り
ま
す
。

安
全
だ
と
思
わ
れ
る
方
が
、
ぜ
ひ
、
ご
自
身
の
地

元
で
原
発
を
動
か
し
て
み
て
く
だ
さ
い
」

95
％
が
ノ
ン
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
の
小
説
と
喧
伝
さ

れ
て
い
る
よ
う
に
、「
関
東
電
力
」
が
東
京
電
力
、

「
新
崎
」
が
新
潟
、
柏
崎
と
読
み
替
え
る
こ
と
は

た
や
す
い
。
こ
の
発
言
者
は
「
新
崎
県
知
事
の
伊

豆
田
清
彦
」、
つ
ま
り
泉
田
裕
彦
新
潟
県
知
事
が

モ
デ
ル
だ
。
こ
の
泉
田
知
事
が
現
実
に
ど
の
よ
う

に
失
脚
さ
せ
ら
れ
た
か
を
、
こ
の
著
作
ほ
ど
リ
ア

ル
に
解
明
し
て
く
れ
る
も
の
は
あ
る
ま
い
。
ま
だ

氷
山
の
一
角
に
過
ぎ
な
い
関
電
事
件
の
水
面
下
の

巨
塊
に
迫
る
う
え
で
も
、
ま
た
原
発
に
固
執
し
、

推
進
す
る
政
・
財
・
官
な
ど
の
リ
ア
ル
な
実
態
を

認
識
す
る
う
え
で
も
、
一
読
、
再
読
に
値
し
よ
う
。

さ
て
、「
原
発
銀
座
・
若
狭
」
は
、
15
基
も
の

世
界
一
の
密
集
地
帯
で
あ
る
。
そ
の
う
ち
11
基
が

関
西
電
力
の
原
発
。
さ
す
が
に
、
美
浜
１
・
２
号

機
と
大お

お

飯い

１
・
２
号
機
は
廃
炉
に
な
っ
た
。
し
か

し
関
電
は
、
残
る
高
浜
３
・
４
号
機
と
大
飯
３
・
４

号
機
は
再
稼
働
を
強
行
し
て
い
る
し
、
40
年
超
の

老
朽
原
発
（
美
浜
３
号
機
と
高
浜
１
・
２
号
機
）
の
再

稼
働
す
ら
企
図
し
て
い
る
。
そ
れ
ら
の
「
安
全
対

策
工
事
費
」
は
８
千
数
百
億
円
と
も
、
１
兆
円
を

こ
え
る
と
も
言
わ
れ
て
い
る
。
そ
の
元
請
け
は
大

手
ゼ
ネ
コ
ン
で
あ
り
、
件
の
「
吉
田
開
発
」
の
特

注
も
い
わ
ば
末
端
の
下
請
け
に
過
ぎ
な
い
。
だ
か

ら
と
い
っ
て
、
森
山
氏
や
吉
田
開
発
の
行
為
を
免

罪
す
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
が
。
ま
だ
「
国
策
民

営
」
の
影
が
ち
ら
つ
く
程
度
だ
が
、
福
井
選
出
の

稲
田
朋
美
衆
院
議
員
へ
の
森
山
氏
関
係
の
献
金

（
36
万
円
）
や
関
電
に
よ
る
パ
ー
テ
ィ
ー
券
の
購
入

（
50
万
円
）、
世
耕
弘
成
・
元
経
産
大
臣
へ
の
関
西

の
関
連
企
業
か
ら
の
献
金
（
６
０
０
万
円
）、
プ
ル

サ
ー
マ
ル
を
推
進
し
た
経
産
省
職
員
の
高
浜
町
へ

の
出
向
な
ど
、微
々
た
る
報
道
に
限
ら
れ
て
い
る
。

深
く
、
広
く
張
り
巡
ら
さ
れ
た
国
策
民
営
の
全
容

解
明
な
し
に
、
今
回
の
事
件
の
安
易
な
幕
引
き
は

許
さ
れ
な
い
。

関
西
電
力
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
よ
れ
ば
、
火
力

発
電
所
は
11
か
所
に
35
基
、
総
出
力
１
６
９
６
・

64
万
kw
。
そ
の
う
ち
、日
本
海
側
の
２
か
所
４
基
、

２
５
５
万
kw
を
除
く
と
、
兵
庫
・
大
阪
・
和
歌
山

の
瀬
戸
内
海
沿
岸
に
９
か
所
31
基
、
１
４
４
１
・

64
万
kw
が
立
地
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
と
こ
ろ

が
、原
子
力
発
電
所
は
若
狭
の
３
町（
美
浜
・
お
お
い
・

高
浜
）
だ
け
に
11
基
、
９
７
６
・
８
万
kw
が
集
中
し

て
い
る
。
し
か
も
、
そ
の
電
力
は
す
べ
て
超
高
圧

電
線
で
関
西
圏
へ
送
電
さ
れ
て
き
た
の
で
あ
る
。

本
当
に
電
力
が
必
要
で
安
全
な
ら
ば
、
数
万
kw
の

電
力
需
要
し
か
な
い
若
狭
に
、
な
ぜ
「
関
西
」
電

力
の
原
発
が
設
置
さ
れ
、「
フ
ク
シ
マ
」
の
惨
禍

の
後
に
お
い
て
す
ら
、
事
故
時
に
平
常
値
の
１
万

倍
も
の
放
射
能
汚
染
下
で
30
㎞
圏
内
の
住
民
が
避

難
す
る
計
画
を
お
り
込
み
済
み
の
再
稼
働
が
、
な

ぜ
強
行
さ
れ
る
の
か
？

た
と
え
新
規
制
基
準
に
規
制
委
員
会
が
適
合
し

て
い
る
と
判
断
し
よ
う
が
、
た
と
え
裁
判
所
が
再

働
稼
を
認
め
よ
う
が
、
仮
に
今
回
の
よ
う
な
不
正

が
克
服
さ
れ
よ
う
が
、若
狭
の
一
住
民
と
し
て
は
、

こ
の
根
本
的
な
疑
問
に
真
っ
当
な
回
答
を
求
め
ず

に
は
い
ら
れ
な
い
の
で
あ
る
。

「
原
発
ゼ
ロ
法
案
」
の
徹
底
審
議
と
制
定
を
！

原
発
銀
座
の
ど
真
ん
中
の
小
浜
市
民
で
あ
る
私

に
と
っ
て
、
２
０
１
９
年
も
原
発
に
明
け
、
原
発

に
暮
れ
よ
う
と
し
て
い
る
（
そ
の
小
浜
市
民
は
過
去

40
余
年
間
、
小
浜
原
発
の
誘
致
を
３
回
、
使
用
済
み
核
燃

料
中
間
貯
蔵
施
設
の
そ
れ
を
２
回
、
有
権
者
過
半
数
の
署

名
運
動
な
ど
で
阻
止
し
て
き
た
の
だ
が
）。

２
月
26
日
か
ら
３
月
９
日
ま
で
の
12
日
間
、
私
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は
通
算
７
回
目
の
断
食
抗
議
を
決
行
し
た
。
そ

の
理
由
・
目
的
は
、
①
美
浜
３
号
機
と
高
浜
１
・

２
号
機
の
老
朽
原
発
再
稼
働
を
め
ざ
す
「
安
全

対
策
工
事
」
の
中
止
、
②
「
原
発
ゼ
ロ
法
案
」

の
審
議
開
始
で
あ
っ
た
。
高
浜
１
・
２
号
の
工

事
費
に
２
１
６
０
億
円
、
美
浜
３
号
の
そ
れ
に

１
６
５
０
億
円
も
投
入
さ
れ
て
い
る
の
に
、
工
事

完
成
の
時
点
で
再
稼
働
阻
止
を
叫
ん
で
も
虚
し
い

と
み
な
し
た
か
ら
で
あ
る
。

３
月
19
日
に
大
飯
３
・
４
号
機
の
運
転
差
し
止

め
の
仮
処
分
を
、
さ
い
た
ま
市
民
の
田
内
雄
司
氏

（
元
・
日
立
関
係
の
技
術
者
）
と
２
人
だ
け
で
福
井
地

裁
に
提
訴
、
２
回
の
審
尋
（
６
、７
月
）、
訴
状
と

16
回
の
主
張
書
面
、
１
～
65
号
証
ま
で
の
証
拠
書

類
も
提
出
し
て
集
中
的
に
と
り
く
ん
だ
が
、
７
月

と
９
月
の
３
、４
号
再
稼
働
を
追
認
す
る
か
の
よ

う
に
、
10
月
16
日
に
武
宮
英
子
裁
判
長
は
私
た
ち

の
申
し
立
て
を
却
下
し
た
。
若
狭
へ
の
差
別
的
な

立
地
構
造
、
放
射
性
廃
棄
物
の
後
世
代
へ
の
負
担

押
し
付
け
な
ど
の
「
倫
理
的
な
観
点
を
判
断
枠
組

み
の
根
底
に
」
と
い
っ
た
私
の
主
張
な
ど
は
一
顧

だ
に
し
な
い
で
。

そ
し
て
９
月
27
日
、
関
西
電
力
へ
の
不
正
還
流

金
の
衝
撃
的
な
第
一
報
以
来
、
全
メ
デ
ィ
ア
の
情

報
合
戦
と
広
範
な
世
論
の
沸
騰
に
よ
っ
て
、
さ
し

も
の
傲
慢
な
関
電
経
営
陣
の
ト
ッ
プ
も
辞
任
に
追

い
込
ま
れ
た
。
が
、
ま
だ
氷
山
の
一
角
で
の
緒
戦

の
勝
利
に
過
ぎ
な
い
。
水
面
下
の
巨
塊
の
解
明
な

く
し
て
は
、残
る
７
機
の
廃
炉
も
実
現
で
き
ま
い
。

私
も
呼
び
か
け
人
の
一
人
で
あ
る
「
関
西
電
力
の

原
発
マ
ネ
ー
不
正
還
流
を
告
発
す
る
会
」
の
真
の

使
命
も
そ
こ
に
あ
る
は
ず
だ
。

格
調
の
高
い
前
文
と
25
条
か
ら
な
る
「
原
発
ゼ

ロ
法
案
」
の
正
式
名
称
は
、「
原
発
廃
止
、
エ
ネ

ル
ギ
ー
改
革
を
実
現
す
る
た
め
の
改
革
基
本
法

案
」
で
あ
る
。
と
く
に
、
第
９
条
の
７
項
目
中
、

５
項
目
の
「
実
用
発
電
用
原
子
炉
等
を
廃
止
し
、

又
は
使
用
済
燃
料
の
再
処
理
の
事
業
を
廃
止
し
よ

10 月 14 日、東京・憲政記念会館で行われた「関西電力の原発マネー不正
還流を告発する会」の集会で発言する筆者（撮影：對馬労）

う
と
す
る
者
に
対
し
、
必
要
な
支
援
を
行
な
う
も

の
と
す
る
こ
と
」
や
、
７
項
目
の
「
新
た
な
産
業

の
創
出
、電
気
事
業
者
の
事
業
の
継
続
等
に
よ
り
、

原
子
力
発
電
所
等
の
周
辺
の
地
域
の
経
済
の
振
興

及
び
雇
用
の
確
保
を
図
る
も
の
と
す
る
こ
と
」は
、

注
目
・
留
意
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
な
ぜ
な
ら
、
再

稼
働
に
固
執
す
る
事
業
者
や
、
再
稼
働
に
同
意
す

る
地
元
関
係
者
の
根
拠
が
失
わ
れ
る
内
容
な
の
だ

か
ら
。
こ
の
「
法
案
」
の
徹
底
審
議
が
公
明
正
大

に
行
な
わ
れ
る
な
ら
ば
、
自
ず
と
本
法
の
制
定
に

導
か
れ
ざ
る
を
得
な
い
だ
ろ
う
。

「
原
発
動
か
す
な
！　

実
行
委
員
会
＠
関
西
・

福
井
」
の
よ
び
か
け
に
よ
っ
て
、
若
狭
・
福
井
と

関
西
を
結
ぶ
リ
レ
ー
デ
モ
を
展
開
し
、
12
月
８
日

に
関
西
電
力
本
店
を
包
囲
す
る
大
集
会
が
予
定
さ

れ
て
い
る
。
私
も
ぜ
ひ
そ
れ
に
加
わ
る
こ
と
に
し

た
い
。

（
な
か
じ
ま
・
て
つ
え
ん
／
小
浜
・
明
通
寺
）

＊
「
関
電
の
原
発
マ
ネ
ー
不
正
還
流
を
告
発
す
る
会
」
が

裁
判
の
た
め
に
募
っ
て
い
る
告
発
人
は
、
当
初
の
目

標
の
１
０
０
０
名
を
は
る
か
に
超
え
、
11
月
29
日
現
在

２
５
２
６
名
に
達
し
て
い
る
。

「
関
電
の
原
発
マ
ネ
ー
不
正
還
流
を
告
発
す
る
会
」
事
務
局

　

〒
９
１
０-

０
８
５
９

　

福
井
県
福
井
市
日
之
出
３
－
９
－
３

　

原
子
力
発
電
に
反
対
す
る
福
井
県
民
会
議
気
付
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